
 

 

 

 

リレー・フォー・ライフは、がんと闘う方々の勇気を讃え、患者や家族、友人、支援者と共に 

交代で夜通し歩き続けることで、地域一丸となってがんと闘う連帯感を育み、がんで悩むことの

ない社会を実現するために募金活動を行うチャリティイベントです。 

１９８５年、一人のアメリカ人医師がトラックを２４時間走り続け、アメリカ対がん協会への

寄付を募ったことがリレー・フォー・ライフの始まりです。 

「がんは２４時間眠らない」「がん患者は２４時間闘っている」 

 

 

リレー・フォー・ライフでは、がんの告知を受けたことのある方を「サバイバー」と呼び、 
サバイバーを支える家族・友人・医療者などすべてを「ケアギバー」と呼んでいます。 

開会式後のリレー最初の１周はサバイバーのみが歩くことができる「サバイバーズラップ」で

す。がん告知や治療を乗り越え、この日を迎えられたことを祝福し、同じ思いを胸に笑顔で仲間

たちと一緒に歩きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

「リレーウォーク」は、サバイバーに限らず誰でも 

参加できます。 

夜通しのリレーを目指して、ご家族やお友達、職場や 

学校の仲間などを誘って、ぜひチームでご参加ください。 

もちろん個人での参加、 

短時間のみの参加も 

大歓迎です。 

歩きながら、音楽や 

ステージイベントなど 

お楽しみください。 

 

多くの皆様のご参加を 

お待ちしています。 

スケジュール（予定） 

１０月７日（土） 
14：00 受付開始 

15：00 開会式 

15：30 サバイバーズラップ 

19：00 ルミナリエセレモニー 
 

１０月８日（日） 
7：40 ラジオ体操 

9：00  パネルディスカッション 

11：45 ラストウォーク 

12：00 閉会式 

 

【ステージイベント】 
参加予定の方々（出演順、敬称略） 

 

 １０／７（土） 

郡山ゴスペルクワイア GRACE!（歌） 

霊山太鼓保存会遠征組（太鼓） 

日本対がん協会会長（講演） 

藤代流（踊り） 

チャイルドガーデンひかり（ダンス） 

ビートマックスペシャル（バンド演奏） 

Noby（演奏） 
 

１０／８（日） 

Aloha nui Fukushima（フラダンス） 

サバイバー・ケアギバーによる 

「がん啓発パネルディスカッション」 

西部三育幼稚園（マーチング） 

ビートマックスペシャル（バンド演奏） 

リレー・フォー・ライフとは 

サバイバーとケアギバー 

リレーウォーク 


